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K e y w o r d s 大腿骨骨頭肥大 ,
C o x a M a g n a

! 大腿骨骨頭過形成

犀々 の 病的股関節状態 に お い て 発 生す る と 言わ れ て

い る大腿骨骨頑肥大 は
, 最近特に 注目を 集め て い る問

題 で あ る .
こ の 問題 に 対 して , そ の 定義や 表現方法 な

どの 基 本的事柄が 一 定 して い な い た め , 報告 者に よ っ

て大腿骨骨頑肥 大 .
c o x a m a g n a . 大 腿骨骨頑過 形成 t

と い う 種 々 の 名 称 が 用 い ら れ て き た . 19 3 5 年 ,

F e r g u s o n ら
1 }2 )

は大腿 骨頚部周辺 の 硬化性病変 に よ る

循環障害が 骨頭骨端線 へ の 栄養障害を 生じ
,

そ の 結果

C O X a pl an a が 発生す る と 報告 し
,

こ の 循 環 障 害 が

C O X a pl a n a を 惹起する はど 重篤 で な い 時IF 大腿 骨 骨

頭, 頸部の 拡大を起 す もの に 対 し
,

C O X a m a g n a と命

名した
,

大腿骨骨頭肥大と は骨頑 すな わ ち大腿骨中枢端の 関

節軟骨 によ っ て 被覆 さ れ て い る部分が 肥大 して
r
く る も

の で , そ の 範囲は関節 包内の 骨 , 軟骨 に限 られ た もの

で あり , 又 , C O X a P l a n a と は厳密 に 区別 され る
, 大腿

骨骨頑肥 大は 先天股脱 の 観血的整復術後
,

あ る い は保

存的整復後に し ば し ば認 め られ , 時に 化膿 性
3)

, あ る い

は
山

過 性股関節滑硬膜 炎
ト 6)

に 引き 続 き発生す る , 先天

股睨の 観血的整復術後 に 認 め られ る 大腿 骨骨頭肥 大に

つ い て
,坂 巻ら

7I
は手術侵襲や 臼 童形成不全が 密接に 関

与す ると述 べ
, 畠中

鋸
は観血的整復術に お け る 関節唇切

除群に お い て 大腿骨骨頑肥 大が 高率に 発 生し た と報告

し , 臼蓋形成不全が 大 きく 関 与し て い る と述 べ て い る
,

一 方 , 岩崎ら
9

鳩 , 手術侵襲に よ り s y n o v iti s が起り
,

それに 伴 う大腿 骨中枢部の 血流増加 が 発生の 原因 で あ

り
, 臼蓋形 成不全 は大腿 骨骨 東肥大 の 結果 で あ る と述

べ て い る , 又 , 松尾
佃

は , A . c i r c u m fl e x a f e m o ri s の

結 毅. あ る い は 大腿 骨骨頭靭帯切除に よ る血流の 変化

が 大腿骨骨頭肥 大に 関与す ると述 べ て い る
,

一 方 , 実験的研究 に つ い て . 畠中
1 11

は助若衆兎股関節軟

骨性 臼蓋 ( 人の 関節唇 に 相当す る部) の 部分的切除を

行 い
, 大腿骨骨東肥大 . 骨頭扁平化 , 大腿骨頚 部前捻

増大等を 高率 に 発生 させ た
, 又 , 長谷川 ら

1 2I

は生後 1 ～

2 週 の 家 兎股関節包切除 , 関節唇切除を 施行, 術後6

過 で C O X a m a g n a の 発生を 認 め
,
その 原因と し て 手術

操作 に より 股関節 に 充血を 惹起し
, 骨頭 へ の 軟骨下経

路か らの 栄養供給を 増加さ せ , 同時 に 関節唇切除 や円

靭帯切除等 に よ っ て 関 節腔 が 拡 大 し
,

そ れ に よ る

d e c o m p r e s si o n が c o x a m a g n a の 発生 を 助 長 す る

と述 べ た
.

一 方 .
G e r s c h u n i - G o r d o n ら

1 8)
は幼君家兎

股関節に S u r gi c al tal c を 注入 し
, 大腿骨骨頑 , 臼蓋の

肥大を 作製 した . 肥大は関節軟骨部の h y p e r pl a si a に

よ る もの で
,
軟骨 細胞 及び軟骨基質の 過 形成 で あ る と

報告 して い るが , そ の 詳細 な組織像に つ い て 記 載が 行

わ れ て い な い
.

著者は 今回関節 内に異物 を注入す る 2 種の 実験 を行

い
, 大腿骨骨 頭肥 大と の 関係 とそ の 成因 に つ い て 検討

を 加え た . 第 1 に
, 先天股脱整復術 に み られ る大腿骨

骨 頑肥 大 は
, 手術侵襲 を加え た場合に 多発 す ると こ ろ

よ り
t 手術 の 際に 使用 す る ゴ ム 手袋に 付着 して い る外

科用 タ ル ク が 股 関節 に 何 らか の 影響 を与え るの で はな

い か と考 え , 外相用 タ ル ク を 幼若家 兎股関節包内 に 注

入 す る実験 を行 っ た . 第 2 に ,
ペ ル テ ス 病の 治療方法

の 一

つ に
, 扁 平 , 壊死 に 陥 っ た大腿 骨骨頑の 修復を 促

進 す る た め に
, 臨床的 に 股関節に 肝油注入 を 行う 方法

A n E x p e ri m e n t al S t u d y o n H y p e rt r o p h y of th e F e m o r a l H e a d b y t h e I n t r a - a rtic ul a r

I nj e c ti o n of F o r eig n S u b st a n c e i n t h e I n f a n til e R a b b it s . T a k a o N a g aji, D e p a rt m e n t of

O rt h o p e d i c S u r g e r y , ( Di r e ct o r: P r of . S . N o m u r a) S c h o ol of M e dici n e
,

K a n a z a w a U ni -

V e rSit y .
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を 辻 ら
I 4}

や B e r e n yi
t 5一

が報 告し て い るが
, 肝油が 大

腿骨骨頭の 修復を 促進する な らば , 大腿骨骨頑肥 大 の

発生 に 対 し て も何 らか の 影響 を与え る か も し れ な い と

考 え , 幼君 家兎股関節 に 肝油 を注入 す る実験 を 行 っ た ･

動物 は 術後1 週 毎に 屠殺 し
,
大腿骨骨 頭 , 臼蓋の 計 測 ,

及 び レ ン ト ゲ ン 撮影を施 行, 病 理組 織学的に も検索 し ,

療に 関節軟骨の 変化と 大腿骨骨頭肥 大の 関係 を調 査 し

た .

材料 及 び 方 法

1 . 実験材 料 : 生 後 2 ～ 4 週 ま で の 体 重 120
～

3 0 0 g の 白色幼若家兎 50 羽を 使用 し た ･

2 . 実験方法 : エ
ー

テ ル 麻酔下 で
, 幼君家 兎右股 関

節管外側 よ り関 節包 に 達 し , Ⅰ群 で は 外科用 タ ル ク(珪

酸 マ グ ネ シ ウ ム) の 生理 食塩 水懸濁液 ( 3 0%) , Ⅱ 群で

は市販の メ ガ ネ肝油を そ れ ぞ れ 関節包が 膨隆す る ま で

(約0 . 2 山) 注入す る . 注入後 , 筋膜皮膚縫合 し, 術

直後よ り下 肢の 自 由な運動 を許 し た . 術後 1 週 毎 に 実

験動物を 屠殺 し , 術後 6 週 ま で 観 察 し ,
Ⅹ 線 撮影 , 肉

眼 的観察 , 大腿骨 骨頭 ,
臼 蓋の 計測 を 行 っ た後 , 1 0 % 中

性 ホ ル マ リ ン に て 固定 . E D T A ･f o r m ol 脱灰 法に て 悦

灰 し
,

パ ラ フ ィ ン 包理 の 上 , 切片標本を 作製 した . そ

の 後切片 に H - E 染色 , S af r a n i n- 0 染 色 ,
t O l u id i n

-

b l u e 染色を ほ ど こ し , 病理 組織学的検索 に 供 した
. X

線撮影 は K o d a k X - O m a t M fil m (微粒子 フ イ ル ム)

使 軋 35 K V
,5 0 m A

,3 s e c
, 照 射肢位は ( Fi g . 1 ) の 如く

行 っ た . 肉眼 的計測に は1 /2 0 m m ま で 測定で き る副尺

付ノ ギ ス で , Ⅰ 群 27 羽中 21 羽 ,
Ⅲ 群 23 羽中17 羽の

骨頭臼意の 各部位 を 3 匝Ii則定 し , そ の 平均値 をと っ た .

残り 12 羽 は骨頭 ,
臼蓋

, 関 節包 を
一 塊 と し て 取り 出し

,

組織学 的検索 に 供 し た の で 測定不能 で あ っ た
. 各測定

値 よ り骨頭 肥大 化指 数 及 び種 々 の 増 加 率 を 求 め た

( Fi g . 2 ) . な お , 左 股関節を 対牌 群と した ■

成 績

1 . Ⅰ群 ( 珪 酸 マ グ ネ シ ウ ム 注 入 群)

1 ) 肉眼的観察

i ) 大腿骨 骨頭

Fi g . 1 . M et b o d o f X -

r a y r ad i a 也o n ･

A) R a b b it a n e s th e ti z e d a n d s e c u r e d
,
1 yi n g o n i ts b a c k

B) F e m u r pl a c e d o n a h o ri z o n t al pl a n e a n d s u p p o rt e dl y fi x 頭 at th r e e p o in ts -t W O P r Qj e cti o n s o f

th e p o st e ri o r p o rti o n o f m e di al an d e x t e r n al c o n d yl e a n d o n e p r qj e c ti o n l o c at e d at th e r e a 工e S t

p o si ti o n o f th e g r e at t r o ch an t e r S

C) C o n d yl e 鮎 e d w i th cl a y i n s u c h a m a n n e r th at t h e n e c k a x i s o f th e fe m u r ru n S P a r a n el w ith

th e h o ri z o n t al p l a n e

D ) L u m b a r v e rt e b r a e fi x e d w it h cl a y i n s u c h a m a n n e r th a t b o th th e a n t e ri 0 工 Sid e s o f th e a c e -

t a b ul a r r o o f5 ru n P a r a n el wi th th e h o ri z o n t al pl a n e

丘I m

( C)

蔦】皿

( D)
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肉眼 的計測 は 21 動 こ 行 っ た( T a b l e l ) . 肥 大の 程度

をみ る 為に , 手術側骨頭 の 桟径 × 縦径 × 高さ の 積を 対

贋群の 同じ積 で 除 し
, 1 0 0 倍 した 数値を 骨頭肥大 化指

数と規定す る と
.
2 1 羽 中20 羽 ( 9 5 % ) に 1 0 0 以 上の 数

値を示し た .

一

見明 ら か に 大腿骨骨 頭肥 大を 呈 す る も

の , す な わ ち肥大化指数 120 以 上 は 12 羽 ( 57 %) で あ

っ た . 大腿骨骨頭肥大 は術後 2 過 よ り 認 め , 肥大を 呈

する例で は 4 ～ 5 週群 に お い て 肥 大の 程度が 最 も大き

く , 6 過群 で は肥 大 の 程度が 少な く な る傾向が み ら れ

た .

骨頑扁平化 を み る為 に
, 骨頭縦径増加率 ( 手術側 の

縦径と 健側 の 縦径の 差 を健側の 縦径で 除 し , 1PO 倍 し

た数値) と骨頭の 高 さ の 増加率 ( 手術側の 骨頭 の 高さ

と健 側の 骨 頑の 高さ の 差 を健側の 高さ で 除 し 100 倍 し

た数 値) を用 い て 調 べ て み ると ( Fi g . 3 ) , 骨頭縦径増

加率 が 高さ の 増 加率より 高 い 例 ( 差が 5% 以 上) , す な

わ ち骨頭扁平化 を意味す る もの は3 例 で あり , 逆 は 7

例に 認 め た
. 残り 11 例 は ばぼ 球形 に 肥大 して い た .

関節包 は術後 2 過 以 後に 背側部臼蓋の 付着部の 肥厚

を認 め , 肥 厚 の 程度 は骨頑肥 大の 程度 と ほぼ 関連を 有

し て い たが , 経時的な 関係は 見い 出せ な く , 腹側部臼

蓋の 付着部及 び他の 部位は健側 と同様で あ り , 変化を

認 め なか っ た . な れ 肉眼 的に 関節包の 充血 の 有無 は

判別 し得な か っ た .

大腿 骨骨頑の 光沢は術後 1 過 で は健側と 同様 で , 色

は蒼白色を 呈 し
, 術後2 週 , 3 過 で 光沢 を減 じ , 白色 を

Fig . 2 . M eth o d o f n a k ed - e y e m e a S u r e m e n t

O p e r ati o n C o n t r o I

Sid ¢ Sid e

A A
'

B B
′

C C
′

D D
′

E E
′

F F
′

T h e h o ri z o n t al d i am e t e r O f th e h e a d o f th e f b m u r

T h e v e r ti c al di a m e t e f O f th e h e a d o f th e fb m u r

T h e hi gh t o f th e h e ad o f th e fb m u r

T h e wi d th o f th e o u t e r p e ri p h e r y o f th e c a ∫tjl a gi n o u s a c e ta b u h r r o o f

T h e h o ri z o n t al d i a m e t e r o f th e c a v it y o f th e a c e t a b u l a r 工0 0 f

T h e v e r ti c al di am e te r O f th e c a vi ty o f th e a c e t ab ul a r r o o f

T h e h y p e r t r o p h y in d e x o f th e h e a d o f th e fb m u r :

T h e h y p e r tr o p h y r at e o f th e h e a d o r th e fb m u r :

A X B X C

A
′

×B
′

×C
′ × 1 0 0

A X B X C - A
,

×B
.

×C
.

A
′

×丑
一

×C
′ × 1 0 0

T h e in c r e a sl n g r a t e O f th e v e rti c al di m et e r o f th e h e a d o f th e f h n u 工:晋 x l OO

T b 血 e a s 如 t e o f 也 e 血 柳 0 抽 h e a d o r 仇 e 触 ∬ :掌× 10 0

T h e i n c r e a s m g r a t e o f th e c a vit y o f th e a c e t a b u l a x r o o f:
(E + F )イE

'

+ Fつ
E

一

+ F
′ × 1 0 0

T h e tl d c k e n i n g r a t e o f th e o u t e r p e ri p h e r y o f th e c N tn a gi n o u s a c e t ab ul u r o o f :晋 × 1 00



4 0 0 長

呈 し て い る . 術後 4 週群以 降 は更 に そ の 程度 が 強く な

り , 荷電面 の 骨 頭 軟 骨 面 は 粗 造 で あ っ た ( P b o t o s

l ,
2 ) .

追) 臼蓋

臼善部は 術後1 週で は 健側 と殆 ど 同 じ状態を 呈 し
,

術綾 2 濁以後 で は日登背側部が 臼蓋腔 に 一 致 し て
,

臼

書 内腔 の 拡大 を思 わせ る様 に背側 に 膨隆突 出し
,

そ の

程度 は骨頭 肥大 の 程度 と比例 し , 骨頭肥大 例の 全例 に

認め た ( P h o t o 4 ) .

臼玉内陛 は術後1 週で は変 化を 認 め な い が , 2 週 以

後 で は 日豊軟骨表面が粗 造で . 光沢を 減 じ , 大腿骨骨

頑肥 大の 程度が 大 き い 程そ の 程度 が強 か っ た ( P h o t o

3 ) .

臼玉 辺 緑の 軟骨性臼蓋 ( す な わ ち人の 関節唇 に相当

す る 部) の 幅の 増大を 測定値 より 検討す る と ( T a b l e

2 ) , 背部の 軟骨性 臼蓋 の 幅 の 増大 を 認め
, 増 大の 率は

8 ～ 13 3 % で , 5 0 % 以 上 は 21 例中13 例 ( 61 . 9 % ) で あ

り ,
こ れ ら の も の は骨 頭肥 大化指数 12 0 以 上の 骨頭肥

大を 伴 う もの 12 羽と
, 骨頭肥大化指 数1 18 . 2 を 呈 する

例 で あ っ た( T a b l e s l , 2 ) . 骨頭肥大 と軟骨性臼葦の 幅

の増大 と の 間に は危険率 5% ( α
= 0 . 0 5 ) で r

= 0 . 8 63

を 呈す る相関関係 を認 め た .

臼蓋内腔 の 径 を横径 ( 東側一足 側) ､ 縦径 ( 背側 一 腹

側) に 分 け る と . 横径 は 16 羽 に 拡大 を認 め
, 拡 大率5%

以上 は 12 羽 ( 5796) , 縦径 ほ 19 羽 に 拡 大を 認め
. 拡大

率 5% 以 上 は 15 羽 ( 7 1 .4 % ) に 認め
, (構 径 + 縦径) ×
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1/ 2 で は 1 4 羽( 6 6 . 7 % ) に 5 % 以 上 の 拡 大率 を認 め る .

こ の 14 羽 は骨 頑肥大化指数 120 以 上 を 呈 す る 12 羽 と

骨 頭 肥 大 化 指 数 116 . 6 , 1 18 .2 を 呈 す る 例 で あ っ た

( T a b l e s l , 2 ) . 大腿骨骨 頭肥大と 臼蓋内腔の 拡大と の

間に は r = 0 . 7 28 の 相関関係を ( Fi g . 4 ) , 臼 蓋内腔 と

背 部軟骨性 臼蓋 の 幅の 増大 との 間 に は r
= 0 . 7 0 2 の 相

関関係を そ れ ぞ れ危険率 5% ( α
= = 0 . 0 5 ) で 認 め た ･

以上よ り t 大腿骨骨頭肥大 と臼蓋内腔 , 背部軟性 臼

蓋 の 幅の 増大 との 間に は相関関係 を認 め た .

← c → l

F ig . 5 1 M eth o d o f r o e n tg e n o g r a p h y m e a s u r e
-

m 8 n t

(i) : P h o t o g r a ph t a k e n b y M e th o d B o f Fi g ･ 1 ･

(ii) : P h o t o g r a p h t a k e n b y M e th o d C o f Fi g ･ 1 ･

A & C : T h e dis t a n c ¢ b et w e e n th e u t m o st e x t e ri o r

a n d th e llt m O S t in t e ri o r o f th e o s s e o u s

h e a d o f th e fb m u r o n th e e p ip h y s e al h e

o f tb e fb m n I .

B : T h e 駄I e d r a w n v e rti c a n y t o th e m ed i an O f

L in e A 丘o m th e e d g e o f th e o s s e o u s h e a d

o f 也 e 飴 m u r .

D : T h e di s ta n c e b et w e e n th e e d g e o f o s s e o u s

b ¢a d a n d 也 e e 晦8 0 f c a 正弘喝h o 耶 h e ad o f

th e fb m u r o n a n e x t e n si o n o f L in e B .
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- ･
- -
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th e o s$ ¢O n S h ¢a d - … - ･ - - 一 一 一 一
-

T h e t hi c k n e s s o f th e l a y e r o f

飽 水i血g h o n s h e ad … - - - - ･
一

･
一

A A
′

B B
′

C C
-

D D
′

T h e h y p e r tr o p h y i n d e x o f th e o s s e o u s h e ad :

A X 丑 ×C

A
′

×打×C
′
× 1 0 0

T h e h y pe r tr O P h y i n d e x o f th e c a T ti h gi n o u s h e a d :
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( A
′

+ 2 D
'

) ×( B
'
+ D

'

) ×L( C
'
+ 2 D

'

)
× 1 0 0

T h e in c I e a Si n g 工a t e O f th c l a y e r o f c a rti h gi n o u s

もe a d ‥晋 × 10 0

2 ) Ⅹ 線学 的所見

計測 は大腿骨 骨頭の Ⅹ 線写真を 2 . 5
～ 3 倍 に 拡 大

し て 普通 写真に 撮り , そ の 普通 写真の 健側 と手術側の

同 一 部位を 1/ 20 m r n ま で 測定可能 な ノ ギ ス で 測 り , 各

数値を それ ぞ れ の 倍率 で 除 し , 各測定値 より 軟骨性骨

頭 , 骨性骨頭の 肥大化指数及 び軟骨層の 増加率を 求め

た ( Fi g . 5 ) . 計測 は 21 羽 に 行 っ た ( T a b l e 3 ) . 骨頭

肥大化指数9 0
～

1 1 0 を不変 , 指数 110 ～

1 2 0 を軽度の

肥大 . 1 2 0 以 上 を 肥大 あ り , 軟骨層 の 幅の 増加率- 5 ～

5 % を 不変 , 5
～

10 % を軽度 の 増加 ,
1 0 % 以 上 を増加あ

り と規定す る と
,
1 週群 で は軟骨層 の 増加 を 2 例 中 1

例 に 認 め る が
, 軟骨性 , 骨性骨頭 の 肥 大は認 め な い .

2 過群 で は骨性骨 頭の 肥大 は全例認 め な い が
, 軟 骨層

の 幅が
,
健 側に 比し て 26 .1 ～ 43 . 9 % の 増 加を 認 め

,3

例 中2 例に 軟骨 性骨頭肥 大 . 1 例に 軽度の 軟骨性骨頭

肥 大 を 認 め る( P h o t o s 5 .6 , 7 ) . 3 週 群で は 4 例中3 例

に 軽度 の 骨 性骨 頭肥 大を 認 め
,

その 内2 例 に 軟骨性骨

頭 肥大 , 1 例に 軽度の 軟骨性骨頭肥 大を 認 め る . 又 ,
こ

の 3 例 は 17 . 4 ～ 26 . 8 % の 軟 骨 層 の 幅 の 増 加 を 認 め

る . 残 り 1 例 は骨性骨頭 , 軟骨性骨頑肥大及 び軟骨層

の 幅の 増大卑認 めな い ( P h o t o 8 ) . 4 週 群 で は骨性骨

頭
t 軟骨性骨頑肥 大 を 4 例全例 に 認 め る が

, 軟骨層の

幅の 増加 は8 . 0
～

16 . 7 % で
, 2 例 に 幅 の 増加 ,

2 例に 軽

度の 幅 の 増加を 認 め る が
,
2 過 群及 び 3 過 群 の 幅 の 増

加例 よ り そ の 程度 は低 い ( P h o t o 9 ) . 5 週 群 で は4 例

中 2 例 に 骨性骨頭肥大 . 2 例に 軽度 の 骨性骨頭肥 大 を

認 め る が , 軟骨 層の 幅の 増加 は 1 例 の み で 他の 3 例は

不変 で あ り , 軟 骨性骨 頭肥大 は 2 例 , 軽度の 軟骨性骨

頭肥大 は 1 例 に 認 め る( P h o t o l O ) . 6 週群で は4 例中

3 例 に 骨 性骨頭 , 軟骨 性骨頭の 肥大 ,1 例 に 軽度の 肥大

を認 め るが , 軟骨層 の 幅の 増加 は- 3 . 7
～

3 .8 % で ,

4 例と も軟骨層の 幅の 増加 は認 め なか っ た . 又 , 軟骨性

骨 頭肥 大化指数 は い ず れ も骨性骨頭肥大化指数よ りも

低値 で あ る ( P h o t o l l ) .

各過 を通 じ て 一 炊骨層 の 健側 に 比 し て の 幅 の 増加の

程度 は2 ～ 3 過 群 で は強 く , 4 過 群 で は 中等度 で
,
5 ～

6 過 群 で は 1 例 を除 い て 全例 が不変 で あ る . 骨性骨頭

肥大 は3 過 群 よ り 出現 し
,
4 週群 で は肥 大の 程度 が 大

き く , 5 週 ～ 6 過群で は 4 週群 と 同程度 の 肥 大が 持続

する か
, 少 し肥 大の 程 度が 減少す る傾 向に あ る . 軟骨

性骨頭 肥 大は軟 骨層の 幅の 増加と 関係す る が
,
2 週 群

よ り 出現す る . 軟骨 性骨頭肥大化指 数が 骨性骨頭肥大

化指数 より 高 い の は2 ～

3 過群で
, 4 週 群で は同程度,

5 ～ 6 過 群で は 低く な る傾向が はぼ 認 め られ る .

3 ) 組織学 的所見

関 節 軟 骨 を 表 層 よ り 深 層 へ t a n g e n ti al z o n e
･
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C a l c ifi e d z o n e に

分けて 観察し た . H - E 染色 に て 術後 1 週群で は軟骨表

面は粗造で , 表面 の 剥離 , 及び 陥没 を 呈 す る も の も認

める . 又 ,
t a n g e n ti a l z o n e の 一 部で は細胞核 が 染色 さ

れず, 軟骨細胞高 を残 す死滅軟骨細 胞を 認 め
,

そ の 部

はエ オ ジ ン 好 染層 と し て 観 察 さ れ る . あ る も の は

t a n g e n ti a l z o n e か ら t r a n si ti o n a l z o n e に か け て
一

部軟骨 細 胞 の 集 族 を み る . 2 過 群 で は ta n g e n ti al

Z O n e か ら t r a n s iti o n a l z o n e に 及 ぶ 軟骨 細 胞 の 集 族

を認 め
t 集族は 2

～

3 個 の 軟骨細8包か ら成る もの か ら

7 ～

8 個よ り 成る も の ま で 観察さ れ る . 又 , 集族群と

集族群の 間に 死滅軟骨細胞 を認 め る . 3 過 群で は 2 過

群で 認 めた 集族群の 数が密 に なり , 集族を 呈 する 軟骨

層の 細胞密度は 健側 に 比し て 高 く な る . 4 週 群 で は

t an g e n ti al z o n e よ り 深部 へ 10 数個 , 時 に は 20 数個

の 軟骨細胞の 集族が み ら れ ,.
い わゆ る r a d i al z o n e の

拡大 , 相対的に 軟骨 層の 増 大を認 め る ( P h o t o 1 2 ) .

一

方 , 臼薫 に お い て も表層か ら深部 に か けて 軟骨細胞

の 集族 をみ る . 多い もの は 10 ～ 2 0 数個の 細胞か ら成

る
. 5 過群の 組織像 は 4 週群と ほぼ 同様の 所見を 呈 す

る もの も あ るが , あ る標本で は関節軟骨層の 幅 は健側

群と はぼ同 じで
, 軟骨細胞も対照 群 と は ば同 じ配列を

示す .6 週 に な ると
, 組織学的に は対照 群 と ほ とん ど同

じ所見を呈 す るが
,

一 部に 軟骨細胞 の 集族 を み る もの

も ある .

一 方 , 滑膜 に お い て は術後各週群 間に 差異が 認 め ら

れ なか っ た . 滑膜細胞の 増加及 び小円形細胞の 浸潤が

観察 さ れ た が
,

そ の 程度は軽 く ､ 健側群 と比較 して 血

管増生 は な く
. 又 ,

m a C r O p h a g e
,
f o a m c ell あ るい は

gi a n t c ell な ど も見当ら な か っ た ( P h o t o 13 ) .

4 ) 組織化学的所見

S af r a n i n - 0 染色で は健側 に お い て 各軟骨 層 は 染 色

性が 陽性 で あ るが
,
t a n g e n ti al z o n e は弱く , C al cifi e d

Z O n e は 強 く ,
t a n g e n ti a l z o n e か ら t r a n si ti o n a l

Z O n e 移行郡 はや や 強く 染色 され る . 手術側 に お い て

t a n g e n ti al z o n e は 術 後 1 ～ 4 週 ま で 染 色 さ れ ず

(P h o t o 1 4 ) , 5 ～ 6 週群 に お い て 淡く染色性 を 呈 す

る . 又 t l
～ 3
一
過群 に お い て 軟骨細胞の 数個の 集族を 呈

す る t a n g e n ti al z o n e か ら t r an Si ti o n al z o n e 部 は 強

い 染色性を 示す . 4 ～ 5 週 群 で 1 0 数 個, 時 に は 20 数個

の 軟骨細何包の 集族を 呈 す る部 の t r a n siti o n al z o n e か

ら r a d i al z o n e に か け て 染色性 は健側 と同程度か , や

や乏 し い が
,

その 軟骨細胞 の 集族同園の みが 強く 染色

さ れ
.

死 滅細胞及 び軟骨細胞 の 無 い と こ ろで は染色性

は弱 い . 6 週 群で はは と ん ど健側と 同じ染色性 を 呈 し

た . 各過 を 通 して 死滅軟骨細胞部 は染色性に 乏 しく ,

細胞 の 集族が 数個の 場合. そ の 軟骨層 は強く
,
2 0 ～ 3 0

個の 場合 は その 集族の 周囲 の み強く , その 層全体は 染

色性 が乏 し い
.

T o l u i d i n
- b l u e 染色で は健側 に お い て 各 部 の 軟 骨

層は m e t a c h r o m a si a 陽性 を呈 す る が 一 様で は な く ,

t an g e n ti al z o n e か らt r a n si ti o n a l z o n e の 移 行 部 及
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び c al c ifi e d z o n e は 強 く
,

そ の 他 の 層 は 弱 い

m e t a ch r o m a si a 陽性を呈 す る . 手術側 は S a f r a n i n
-

0 染色 に 認め られ た 染色性 と は と ん ど同様の 染色性を

呈 し
, 数 個 の 軟 骨 細 胞 の 集 族 を 呈 す る 層 で は

m e t a c h r o m a si a 陽性が 強く , 2 0
～

3 0 個の 軟骨細胞の

集 族を呈 する層 で は m e t a c h r o m a si a に 乏 し い が , 集族

部周囲 の み は m e t a c h r o rrl a Si a 陽 性 が 強 い ( P h o t o

1 5 ) .

P A S 染色で は
, 各軟骨層 は は ぼ

一

様 に 染色性 を呈 す

るが
,

C a l cifi e d z o n e で は や や 強 い 染 色性 を 呈 し た

( P h o t o 16 ) . 健側と手術側 と の 染色性の 比 較で は ほ

と ん ど同様の 染色性を 呈 し た .

2 . Ⅲ群 ( 肝 油注 入群)

1 ) 肉眼的観察

i ) 大腿骨骨東

大腱骨骨頭 は骨頭肥大化指数 10 0 以 上 を 呈 す 例 は

17 羽中12 羽 ( 70 . 6 % ) に 認 め , そ の 内, 明 ら か に 骨頭

肥 大を呈 す る例 . す な わ ち骨頭 肥 大化指 数120 以上を

呈す る 例は 7 羽 ( 41 . 2 % ) に 認 め た . 逆 に
, 明 らか に骨

頭縮少 を 呈 す る 例 は 4 羽( 24 %) で あ っ た( T a b l e 4 ) .

骨 頭肥 大は 術後 2 週 より 出現 し
,
2 ～ 3 週群 に お い て

顕 著で ( P h o t o 1 7 ,1 8 ) .
4 過 群以 後 で は骨頭縮少を呈

す る例 も認 めた . こ の 例 は骨頑荷重部軟骨が 欠損し
,

骨 髄の 再出 を呈 す る例 で
,
4 過群 に 1 羽 , 5 遇群 に 2 羽 ,

6 過群 に 1 羽認 め た( Ph o t o 19 ) . Ⅰ群 と 同様 に 骨頭縦

径増加率 と骨頭 の 高 さ の 増 加率 よ り骨頭扁 平化例を み

る と , 1 7 羽 中5 羽 ( 29 . 4 % ) に 認 め
, 全例4 遇群以降

例 で あ っ た . 逆 に
, 高さ の 増加率が 高い 例は 5 羽 , 残

り 7 羽 はほ ぼ球 形を 呈 した ( Fi g . 6 ) .

関節 包は 2 過 以後 に 背側部臼叢の 肥厚 を認め
, 3 週

群 ま で は腹側部臼蓋の 付着部及 び他の 部位 は健側と同

様で あ るが
, 4 過 群以 後 の 骨頭締少 を呈す る例で は 腹

側部臼書付背部 の 肥厚 を も認 め た . なお , 肉眼 的に 関

節包の 充血 の 有無 は判別 し得 なか っ た .

T a bl e 4 . M e a s u r ed v al u e s o f f e m u r h e a d s i n c o d 一 止v e r o il i rtj e c t e d g r o u p s

R a b b it N o .
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認 め た .

正) 日豊

臼蓋部は3 過群 ま で はⅠ 群と ほ ぼ 同様 で あ る が , 4

週 群以 後 で は 日義軟骨肥厚が 強く . 4 週 群以 後 9 羽 中

1 羽 の み 内陛 の 拡大 を呈す る が 残り3 羽 が 不変 , 5 羽

は逆 に 内腔 の 狭少 を呈 し た ( Ph o t o 2 0 ) .
な お , 臼菖

辺縁 の 背部軟骨性臼蓋 の 幅 は 3 遇群 まで は ほぼ Ⅰ 群と

同様 の 拡大 を呈 す るが
,
4 過群以降 で は 9 羽中6 羽 が

健側 の 2 倍以 上 の 幅の 拡大を 呈 し
.

その 内 5 羽 は同時

に 臼蓋内腔 の 狭少 を呈 した ( T a b l e 5 ) .

大腿骨骨頭肥大 と臼蓋内腔の 拡 大 と の 間 に は r
=

0 , 86 2 ( F i g . 7 ) . 大腿骨骨頑肥大と背部軟性 日豊の 幅

の 増大 との 間 に は r = 0 . 6 8 . 臼童内陸の 拡大と 背部軟

性臼蓋の 幅 の 増大 との 間に は r
= 0 . 58 4 の 相関関係 を

危険率 5% ( α
= 0 . 0 5 ) で 認め た .

2 ) Ⅹ 線学的所見

Ⅰ群 と同様 な方法 で 17 羽中16 羽 に 計測を 行 っ た
.

残り 1 羽 は骨性骨頑が 消失し . 軟骨層 も不明な た め淵
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定 し得な か っ た ( Fi g . 5 ,
T a b l e 6 ) . Ⅰ 群と 同様に 骨頭

肥大化指数 90 ～ 1 1 0 を 不変 , 1 1 0
～ 1 2 0 を 軽 度 の 肥

大 , 12 0 以 上 を肥大 あり と規定す る他 に . 指数 80 以下

を骨 頭締少例 と規定 し た . な お , 軟骨 層の 幅 の 増加 は
,

増 加率
-

､5 ～ 5 % を不変 .
5 ～ 10 % を 軽度の 増加 ,

1 0 %

F 短. 7 . T h e r 血 ti o n b et w e ¢n t h e h yp e r tr o p h y o f

也¢ h 飽d o f 也 e 飴 m ⅥT a n d t b e h c r e 鮎 e O f 也 ¢

c a vit y o f th e a c e ta b u 血 ∫0 0 f i n t h e c o d 一 伽 e r oil

叫 画t 8 d 詳 0 叩 S ･

治

以 上を 増加 あ り ,

-

1 0
～ -

5 % を軽 度の 幅の 減少,

-

1 0 % 以 下 を 幅の 減少あ り と規定 した . 1 過 群で は軟骨

性骨頭 , 骨 性骨頭肥大 は認 めず , 軟骨層の 幅の 増加を

1 例に 認 めた . 2 過群 で は3 例 中全例 に 33 .3 ～

5 2 . 6%

の 軟骨層 の 幅 の 増加 を認 め , 軟骨性骨頭 肥大 を全例に

認 め る が
† 骨性骨頭 肥大は 1 例 の み 軽度の 肥大を認 め

た . 3 週 群で は3 例中1 例 に骨 性骨頭肥大
,
2 例に 軽度

の 肥大 ,
3 例全例 に 軟骨性骨頭肥大を 認 め , 軟骨層の幅

の 増加 は 2 例 に
, 残 り 1 例 は軟骨層 の 幅 の 軽度の 減少

を 認 め る( Ph o t o 2 1 ) . 4 過群 で は 1 例 に 軟骨性 , 骨性

骨頭肥大 を認 め る が
,
2 例 に 軟骨性 , 骨性 骨頭の 縮少を

認 め
, 1 例に 軟骨 層の 消失 , 2 例 に 軟骨 層の 幅の 増加を

認め る( P h o t o 2 2 ) , 5 週群 で は 1 例 に 軟骨性 , 骨性骨

頭肥 大 , 軟骨層 の 幅 の 軽度 の 増加 を認 め る が , 残り2

例中 1 例 は骨性骨頭 が破壊消失 し , ほ ぼ球形 の 軟部陰

影 を認 め る が , 軟骨層 は 不明確で あ り測 定不能(P b o t o

23 ) , 残 り 1 例 は軟骨 層が 消失 し , 骨性骨 頭 は不変を呈

す が 軟骨性骨頭 の 締少 を認 め る∴6 過群 で は 1 例 が 軟

骨層の 幅が 健側 と 同程度 で , 軟骨性 , 骨性骨頭の 肥大

は認 め な い . 他 の 1 例 は 軟骨 層が消失 し, 骨性骨頭,

軟骨性骨頭 の 縮 少を 認 め る
. 残り 1 例 は 軟骨 層の 幅が

減少 し
, 骨性骨頭の 肥大 を認め るが

,
軟骨性骨頭の 肥

大 は認 め な い ( P h o t o 24 ) .

各週 を通 じ て 骨性骨頭肥大 は 2 過群 の 一 部 に認 める

が , 3 過群 で は 全例 に 認 め , 軟骨性骨頭肥 大は 2 過群よ

り認 め る . 4 過 群よ り ,

一 部に 軟骨 性骨 頭 , 骨性骨頭の
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家鬼股 関節 へ の 異物注入 に よ る大 腿骨骨頭肥大の 研究

縮少を認め る . 骨 頭縮少例は , 軟骨層 の 幅 の 減少が 消

失し た例で あ る ▲

3 ) 組織学的所見

Ⅲ群 に お ける 関節 軟骨の 組織像 は 1
～ 3 週 群 で はⅠ

群に お け るそ れ に は ぼ 類似し て い る が
, 3 週群 で は 一

部関節軟骨表層部に 亀裂
, 剥離 が み ら れ

,
死滅軟骨細

胞が t a n g e n ti a l z o n e か ら r a d i al z o n e に か け て 観察

され る もの もあ る . 4 過群 以 降 で は
,

軟骨 表 層 か ら

r a di al z o n e あ る い は C a l c ifi e d z o n e に 及 ぶ 死 滅 軟

骨細胞を認 め
, ta n g e n ti al z o n e か ら r a di al z o n e に

か けて 細胞の 集族を み る .
こ の 集族 は 20

～ 30 数個 の

軟骨細胞 より 成り , Ⅰ 群に 認 め ら れ る集族 と比 べ
, 多

くの 軟骨細胞よ り 形成さ れ て い る . 集族群 の 数 は骨頭

肥大例で は密に 認 め るが ( Pb o t o 2 5 ) , 骨頭締少例 で

は散在 し , 全体と して 細胞密 度は低 い . 関節軟骨の 幅

の増加 は2 退か ら見 られ た ( P h o t o s 2 7 ,28 ) .

一 方 ,

臼蓋に お い て は Ⅰ 群 と はぼ 同様で あ っ た( P b o t o 26 ) .

なお
.
滑膜 はⅠ群 と は ぼ 同様 で 滑膜細 胞の 軽度の 増加 ,

小円形細 胞の 軽 度 の 浸 潤 を 認 め る が
,

m a C r O p h a g e
,

f o a m c e ll
, gi a n t c ell 等は 見当 ら な か っ た .

4 ) 組織化学的所見

P A S 染色 は対照群 , Ⅰ群と はぼ類 似し て お り . 各軟

骨層 間 に あ ま り 差 異 が み ら れ な い か , あ る ㌧
､ は

c al cifi e d z o n e にお い て
, 強 い 染色性を呈 した . 細胞

消失部基質 で は s af r ai n - 0 染色 ,
t O l u i d i n

- b l u e 染 色

は弱 い 染色性 , 及 び m e t a c h r o m a si a 陰性を 呈 し , 逆

に , 集族細胞 の 周囲 で は 強 い 反 応 を 呈 し た ( P h o t o

2 9 ) . な お
t 関節軟骨 が 欠損 し , 骨髄が 露出 し た例で は

骨髄の 上に 所々 に 軟骨細胞が 点在 し
, 軟骨細胞と そ の

周囲 の み が 染色性 を 呈 した (P h o t o 3 0 ) .

考 察

1 . 異物の 股関 節内注 入 によ る 大腿 骨 骨頭 肥 大 の

発 生 に つ い て

成長期 に お け る病的 な大腿骨骨頭 肥 大に は こ れ ま で

種々 の 原因 が想定さ れ て い る . 今回著者は 異物 を幼若

家兎股関節内 に 注入す る実験 に よ り , 大腿 骨骨頭肥 大

の 発生状態 を調査 し た . 用 い た 異物 は , Ⅰ 群と し て
,

先天股脱観血的整復術の 際 に 手術時 ゴ ム 手袋に 付着 し

て おり
. 股関節内 に 迷入す る と 思わ れ る タ ル ク (珪酸

マ グ ネ シ ウ ム) と , Ⅱ群と して
,

ペ ル テ ス 病 の 治療法

の 1 つ と し て 股関節内 に 注入さ れ る 肝油で あ る
,

そ の

結果, Ⅰ群 で は家兎 21 羽中12 羽( 57 %) , Ⅱ群 で は 17

羽中7 羽 ( 4 1 %) に 大腿骨骨頑肥 大を 発生 せ し め た .

先に G e r s c h u n i ･ G o rd o n ら
1 37

は幼 若家 兎股 関節 内

4 07

に タ ル ク を 注入 し
, 大腿骨骨頑 の 肥 大を 作製 す る実験

を行 い
.
その 原因 は s y n o v iti s ∴充血 . 静脈系の う っ 血

な ど に よ る関節軟骨部の h y p e r pl a si a に よ る も の と

推定 して い る .

一

方 , 市川ら
1 6}

は 幼 若 家 兎股 関節 に

M e n k i n の 炎症性因子を 注入し
,

S y n O V iti s を発生 さ

せ たが , 大腿骨骨頭の 肥 大は な く , 逆 に ,
ペ ル テ ス 様

変化 を呈 し , 関節軟骨の 壊 死破壊を 認め て い る . こ れ

ら の 実験で は t 関節内異物注入 に よ る s y n o v i ti s を問

題 に して い る点 は共通し て い るが
, 結果は反対 で あ っ

た .

著者の 実験 で はⅠ , Ⅱ 群と も高率の 大腿骨骨頭肥大

を作り 得た が
,

た だ Ⅱ 群で ペ ル テ ス 様変化と もみ る べ

き 骨 頭 の 壊 死 が 発 生 し て お り
,

こ れ ら の 原 因 が

S y n O V i ti s に あ るか どう か を検討せ ね ば な ら な い . す

な わ ち Ⅰ群 で は . G e r $ C h u n i - G o r d o n ら
1 3) の 実験 と t

Ⅱ群の 一 部 で は市川 らの 実験 と類 似 す る 成績 を 得 た

が
,

こ れ が 異物に基づ く s y n o v i ti s の み に よ る変化 と

は後述の 考察 より 考え 難 い .

次 に 大腿骨 骨頭肥大が 生じ た場合 , 当然 臼蓋 の 変化

に 注目す べ き で あ るが
,

こ れ ま で の 臨床的, 実験的研

究 の 多く は骨頑肥大に 向 けら れ て お り
, 臼蓋 に 関する

詳細 な調査 は少な い . 骨 頭の 肥大 は後述 する如 く , 骨

頚軟 骨層の 肥大が 先に 生 じ , そ の 後骨性骨頭 の 肥大 が

生 じ た .
こ の 骨頭軟骨の 肥大を お こ す原因は , 果 た し

て 臼蓋の 軟骨 に も同様の 変化を お こ す か が 問題 で あ

る .

本研究 で は臼蓋内腔 の 口 径 拡 大 は Ⅰ 群 で は 14 羽

( 6 7 %) に 認 め
, 1 2 羽 は骨頭肥大化指数120 以 上 を呈

し , Ⅱ群 で は 7 羽( 41 %) に 認 め . 全例骨頭肥大 化指数

120 以 上を 呈 す る大腿骨骨頭肥大例 で あ っ た . 臼蓋 内

腔 の 口径の 拡大 と大腿骨骨頭肥大 との 間に は Ⅰ 群で は

r = 0 . 7 28 , Ⅱ群で は r
=

0 .86 2 の 相関関係を 認 め た
.

こ の 場合 , 骨頭が 大き く な る とそ れ を 入れ る 臼蓋 も

大 きくな る場合 と
, 長谷川 ら

1 2
邪 述 べ て い る ように

, 臼

蓋が 拡大す る とそ れ に つ れ て 骨頭 も大 きく な る場合 と

が 考え られ る .

臨床的 に も日豊形成不全が骨頑肥大 をひ き起 す と い

う 考 え方 ( 坂巻 ら
7)

, 畠中 ら
臥 一11)

) ら と , 逆に . 臼童形成

不全 は大腿骨骨頭肥大の 結果で あ る と い う意 見 (岩 崎

ら
91

) が あり ,
こ の ど ち らか が 原因 で

,
どち ら か が結果

で あ るか ば本研究 で は判定で き な い . Ⅱ群の 4 週群以

後 に 認 め た骨頭縮少例 ,
亜脱臼例 で は

t
臼蓋内腔 が狭

少 し
. 骨頑軟骨が 欠如 し たり , 骨頭が 臼蓋よ り は み 出

さ れ
,
亜脱臼 を呈 した こ とに よ り , 臼蓋が骨頭 に 及ぼ

す影響 は無視 で き な い .

2 . 大腿 骨骨頭 肥 大は 軟骨性 骨頚 肥 大 か 骨 性骨 頭
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肥 大か に つ い て

骨頭 の 肥大 は軟骨性骨 頭の 肥 大な の か , 骨性骨頭の

肥大 な の か , 両者 の 肥大な の か に つ い て の 報告が 少 な

い . わ ずか に G e r占c h u n i - G o r d o n ら
I 3)

は骨頭 の 肥大 は

軟骨の h y p e r pl a si a に よ る と述 べ
, 又 , 長谷川ら

12〉
は骨

頭軟骨の 骨 端核 の 肥大の 結果 で あ ると 述 べ て い る が t

詳細 は不明 で あ る .

著 者は こ れ を明 らか に す るた め に Ⅹ 線 撮 影 を 用 い

た . 本葉験 で は Ⅰ群 , Ⅱ 群を 通 じ て 術後 2 過 よ り健側

に 比 して 軟骨層 の 幅 の 増大 ( 軟骨性骨頭 の 肥大) を認

め るが , 骨端核の 肥大(骨性骨頭 の 肥大) を 認め な い
･

術後3 過 より 軟骨性骨頭肥大 と共 に 軽度の 骨性骨頭肥

大 を認 め
, 4 過 で は骨性骨頭肥大が 著明 に なり , 5 週 で

は 軟骨性 , 骨性骨頭肥大 を共 に 詰 め る が
,
6 週 で は骨性

肥大を残 し , 軟骨層 の 幅は健側 と 同程 度に な り , 軟骨

性骨魂肥大を 認 め な い
.

以上の 事 より l 骨頭肥大は 軟骨性骨頭肥大が まず 生

じ
,

そ の 後 に 骨性骨頭肥大が 生 じ ,
■軟骨性骨頭肥大 が

消失 した後 も骨性肥大が 残存す る も の と思 わ れ る ･

3 . 異 物注 入 に よ る軟骨 の 組織 的変化

Ⅰ群 , Ⅱ 群と も
, 関節軟骨 は 表層軟骨の fib rill ati o n

及 び
, 軟骨細胞の 消失が t a n g e n ti al z o n e か ら r a d i al

z ｡ n e に お い て
一 部 認め られ ,

そ の 部位 あ る い は隣接部

位に お い そ種々 の 程度 の 軟骨細胞 の 集 族 が 認 め ら れ

る . 大鹿骨骨頭肥 大例 で は集族 が数個 の 軟骨細胞 か ら

形成 され ,
そ の 集族の 数が非常 に 多量 に 認 め られ t 全

体 と し て 軟骨細胞の 増加 を 認 め
, 又 , 奴骨層の 幅の 拡

大 を認 め る .

Ⅱ群 の 4 週以 後 に 認 め られ た 一 部軟骨欠損例 で は ,

集族が 30 ～ 4 0 数個 の 軟骨細胞か ら形 成さ れ ,
そ の 集

族部 と集族部の 間に 軟骨細胞は死 滅変性 し , 集族部の

数 も散在 し , 全体 と して 軟骨細 胞の 数の 減少 を認 め る ▼

軟骨細胞 の 集族所見 は以下 の 研究 に お い て も観察 さ

れ て い る . すな わ ち
, 市川 ら

1 6}

は M e n ki n の 炎症性因

子の 関節 内注入実験セ, 又 ,
M e a c h i m

1 7〉
は 関節軟骨損

傷実験で 某族を 認 め , 組織化学 的検索 より t 集族形成

軟骨細胞 は反応性の もの で あ る と述 べ て い る t

一 方 ,

変形性関節症の 軟骨基質 はt o l u i d i n
- b l u e 染色 に よ る

異 染性ゐ低下 , S a f r ai n i n - 0 染色 の 染色性 の 低下 等 の

組織化学 的所 見を 呈 し
, gl u c o s a m i n o gl y c a n の 減 少

を 示 す. が 軟 骨 細胞 周 囲 で は む し ろ 女1 u c o s a mi n o
･

gl y c a n の 増加 を示す と言わ れ て お り ･ 広 谷
1 8 囲 )

は軟

骨 の 変性初期に おし1 て は軟骨 細胞 は腫 大 し, C h o n d r o
-

b l a sti c あ るい は集合し , 集族 を形 成 す る と述 べ
,

こ

の 時期の 軟骨細胞 の 代謝 は冗進 して い る こ とを 確か め

て い る .

さ て
,

Ⅰ 群及 び Ⅱ 群 に お け る軟骨に つ い て 組織化学

的に 検索 し た と こ ろ , 集族部周囲 は s af r a n i n - 0 染色

に お い て 最 も強 い 染色性を 呈 し
, 集族部が 密 に 存在し

,

軟骨細胞の 増加 を示す 軟骨 層は健側 に 比 し て 強 い 染色

性を 呈 し ,
t O l u i di n

-b l u e 染色 に お い て も異 染性 を 呈

し た . 逆 に , 集族 部が 散在 し
,
死滅軟骨細 胞が増加し

,

細胞密度 の 低い 軟骨 層 は健側に 比 して 染色性の 低下を

示 し た . 以 上の 尊か ら , 軟骨細胞の 集族形成部位で は

g l u c o s a mi n o gl y c a n の 冗進及 びそ の 集族の 密な軟骨

層 は
,
全 体 と し て

, gl u c o s a m i n o gl y c a n の 生成が冗進

して い る事 が推窪 さ れ
, 大腿骨骨頑肥大 は そ の 結果と

して 考 え ら れ る .

広谷
1 8 卜 2 2 )

は
, 軟骨 変性 終末期に お い て は全層に わ た

っ て 細 胞密 度は 低下 し ,
つ い に は軟骨細 胞が 消失し,

基質 に お い て も d e g e n e r a ti o n が 冗 進 す る と 述 べ て

い る . 又 ,
M a n k i n ら

細

も 変 性 関 節 軟 骨 に おい て ,

変 性 と い う 刺 激 が 加 わ る と
,

は じ め は 細 胞 が

ch o n d r o b l a s ti c に な る と 共に 細胞分裂 を起 して 細 胞

密 度 を
一 定 に 維 持 し よ う と し, 基 質 に お い て は

g l u c o s a m i n o gl y c a n の 減少と い う 情報が 細胞に 伝え

ら れ ,
そ の 結果 ,

そ の 合成が 冗進 し基質維持 に 働く が
,

変性が 進行す れ ば そ の 修復 , 維持機構 は消失す ると述

べ て い る . Ⅱ群 の 4 過以 後た み ら れ た骨頭縮少例で の

軟骨層 の 縮少 , 軟骨欠損 ほ以 上 の よ う な 原因 に 基づ く

も の と 恩わ れ る .

4 . 大腿 骨骨頭 肥 大の 成因 に つ い て

臨 床上 . 最 も多く 遭遇す る大腿骨骨 頭肥大 は先天殴

脱の 観 血的整復術後 に み ら れ る もの で あ る . そ の 発生

原因 と し て
,
赤星 細

や松尾
川
は 円靭帯切除 と の 関連性

を 示唆 し , 寺島
2 5l

, 坂 巻ら
7-

は関節唇切除 と の 深 い 関係

が あ っ た と述 べ
, 畠中

川
は 関節唇切除 に よ る 臼蓋形成

不 全の 存続 期間と 密接な 関係が あ っ た と 報告し
,

上野

ら
2 6)

は C a p S u l e に 侵襲を 加え る こ と に より 血管増生を

来 し , 大腿骨中枢端の 血流増加を 来す た め と して い る ･

岩崎 ら
9}
は手術侵襲 に よ っ て S y n O V iti s が 起 り ,

そ れ

に 伴う 血流増加
,

発 熱 , 静脈 う っ 滞 な ど で あ ると推定

し
, 長 谷川 ら は 手術侵襲 に よ る血流増加 と 臼童形成不

全 の 両方 が 関与 して い る と 報告し て い る .
い ずれ も何

ら か の 手術操作が 加わ っ て お り , 手術に よ る 臼内 ス ペ

ー ス の 変化や ,
S y n O V i ti s に よる 血流増加の 他に , 術中

の 機械的 な刺激や 異物混入 , 関節内出血 に より , 関節

軟骨 に 変性変化 が生 じ , 修復過程 の 際 に 軟骨性骨 測巴

大が 生 じ
,

そ れ が化骨 し , 骨頑肥大 が生 じ ると も考え

ら れ る . H o a g l u n d
2 7 ) は 犬膝関節 に 持続 的に 血液を 注

入 す る こ と に よ り , 関節軟骨 の 肥厚を観 察し て い る ･

一

方 , 関節軟骨の 栄養の 点か ら考え て み る と , 関節
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軟骨の 栄養経路 に は
, 第 1 に 滑液 に よ る もの( B r o Ⅵ re r

ら
2 B)

,
M a n k i n

2 9 )

.
M a r o u n d a s ら

30,

) , 第 2 に 軟骨下 の

骨髄血行に よ る も の ( G r e e n w al d ら
311

,
H o d g e ら

3 2}

) .

第3 と して そ の 両者 に よ る もの ( M c K i b b i n ら
3 3)

) が

あり , H o n n e r ら
3 4}

は幼君動物で は両者 より栄 養さ れ
,

成熟動物で は滑液 の み か ら栄養さ れ ると述 べ
, ほぼ こ

れが定説と な っ て い る . そ こ で 幼君動物の 股関節内異

物注入に よ る大腿骨骨頭肥大 へ の 影 響 を 考 え て み る

と , 第1 に 関節 内か ら関節軟骨 へ の 異物の 刺激あ る い

は拡散 , 第 2 に 異物刺激 に よ る占y n o v i ti s に 基づ く血

流増加が軟骨下経路 よ り の 栄養供給を 増加 さ せ る と い

う事を 考え る必要が あ る . 著者 は本研究の 所見よ り ,
.

珪酸 マ グネ シ ウ ム
, あ る い は肝油に よる 関節内か ら の

直接の 影響 を第 1 義的 に 考え た い . そ の 根拠ほ , 第 1

に , 滑膜組織 に お け る炎症像 は軽く
,
血管増生所見が

認め られ な い
. 血流増加が あ っ た と して も関節軟骨 に

おける軟骨細胞 の 増加 や集族形成は , こ れ に よ っ て 説

明で き な い . 第 2 に㌧ 注入後早期に , 軟骨 表面に は正

常な軟骨 の 光沢 を失 い
, 組織学的に も種 々 な 段階の 軟

骨の 変性が認 め られ る . 第3 に
, 軟骨 変性に 伴う軟骨

細胞の 集族形成が 認 め ら れ る . 第4 に
, 集 族が密 な場

合, 細胞増加 を認 め
, 軟骨層の 幅の 増 大を 認 め る . 第

5 に , 集族形成軟骨細胞周辺に t o l u i d i n
- b l u e 染色 の

異 染 性 , S af r a n i n
- 0 染 色 陽 性 が 強 く み ら れ

,

gl u c o s a m i n o gl y c a n 産生の 冗進 が推 定さ れ る こ と な

どで あ る .

以 上 , 本実験 に よ る大腿 骨骨 頭肥大は
, 股関節 内に

注入 さ れ た珪酸 マ グ ネ シ ウ ム や 肝油な どの 異物が大腿

骨骨頭軟骨 を直接刺激 し , 軟骨 に 程度の 軽い 変性変化

を引き起 し , 軟骨細胞 の 集族形成や そ れ に よ る細胞増

加が生 じ, 旺 盛 な gl u c･O S a m i n o gl y c a n 産 生に よ り軟

骨基質が修復 さ れ . そ の 過 程 に お い て 軟骨 層の 幅の 増

大
.

ひい て は大腿 骨骨頭肥 大を 引き 起す もの と推定 さ

れる . しか し な が ら
,

こ れ らの 反 応性変化ば か り で な

く .

一 部荷重運 動 な ど の 力学的因子 も関節軟骨 の 変性

と関連 し っ っ 大腿 骨骨頭 の 肥 大に 関与す る もの と考 え

られ る .

5 . 珪酸 マ グ ネ シ ウ ム 注 入 群 と肝 油 注 入 群 に よ る

差

珪酸 マ グネ シ ウ ム 注入群 で は高率 に 大腿骨骨頭肥大

を認 めた
.

こ れ は前述 の 如く , 軟骨 へ の 刺激に よ る過

成長を もた ら す結果 で あ る . しか し , 5 ～ 6 過 に な る と

珪酸 マ グネ シ ウ ム の 影響 は次第に 消失 し , 骨 頭は Ⅹ 線

学的に 軟骨層 の 幅 が健側 と同程度に な り . 骨性骨頭 の

肥大の み を残 す . こ れ に 比 べ
, 肝油注入群で は

.
は じ

めは骨頭肥大 を来す 例 が多 い が , 4 週 群以 後に は 破 壊
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壊死 を来 し
, 骨頭 は逆 に 縮少す る もの が 多く な る . こ

れ は軟骨骨頭 に 対す る刺激が 強く , 更に そ の 影響が 長

期間持続す る こ とを 意味 し , は じめ は過成長を 来す も

の の
, 後 で は軟骨基質を修復 , 維持す る事が 出来な く

て
, 軟骨壊死 を来す こ と を示 して い る

.

さ て
, 股関節手術時に ゴ ム 手 熟 こ付着 した 珪酸 マ グ

ネ シ ウ ム が 混入 して も ,

一 時的な骨頭肥大を 来す こ と

は実験結果 より み て あ り う るが . そ の 影響 は長期間あ

る も の で は な い の で
. 手術後の 骨頭肥 大の 原因を す べ

て 珪酸 マ グ ネ シ ウ ム と す る こ と はで き な い
. しか し ,

一 時的 に し ろ骨頭や 臼蓋 の 軟骨に 影響 を与え る も の で

あ る以 上 ,
ゴ ム 手袋の 珪酸 マ グネ シ ウ ム ( タ ル ク) は

完全 に 除去 して 手術 に かか る べ き で あ る .

一

方 ,
ペ ル テ ス 病 の 治療の 経過中に , 大腿骨骨頭 の

修復を 速め るた め に
, 股関節 に 肝油 を注入する方法が

あり , 辻 ら
1 4)

は骨頑 が扁平 , 分裂 した時期に 1 ～ 3 mエの

肝油と p e n i cilli n 5 万単位を 股関節内 に1
～ 2 ケ 月 毎

に 2
～

4 回注入 して , 1 4 症例申12 症例に 治療期 間 の

短縮を認 め た と報告 し て い る . 又 . B e r 如 yi は骨頭 の 分

裂期に 2 ～ 3 mL の 肝油 と p e n i c il li n 混 合液 を 3 ケ 月

掛 こ 3 回,
7 4 例 の 股関節内に 注入 し , 良い 結果 を得た

と 報告し て い る が
,

その 有効率に つ い て は触れ て い な

い
. 以上 の 肝 油注入 に よ る骨 頭の 修復 は

, 今回 の 実験

より み る と , 決 し て 安易 に 行う べ きで は な く , 注入量 ,

時期な ど に 厳重 な注意を 払う必要が あ る .

結 論

生後 2 ～ 4 過迄の 体重 120 ～ 3 0 0 g の 白色幼君家兎

股関節 に , Ⅰ群 で は珪酸 マ グネ シ ウ ム
,

Ⅱ群 で ほ メ ガ

ネ肝 油を
,

そ れ ぞれ 関節控内に 注入 し
, 術後 1

～

6 過

ま で 1 週毎 に 動物を 屠殺 し, Ⅹ 線撮影 , 肉眼 的観察 ,

計測 を行 っ た後 , 組織 学的検索 を行い
, 次の 結果を 得

た .

1 . 大 腿 骨 骨 頭 肥 大 は Ⅰ 群 で は 21 羽 中 20 羽

( 9 5 %) に , Ⅲ 群で は17 羽中10 羽 ( 58 . 8 % ) に み られ

た が
,

一 見 して 骨頭肥 大を呈 す る例は骨頭肥大化指数

120 以 上で
, Ⅰ 群で は 12 羽 ( 57 %) , Ⅱ 群 で は 7 羽

( 4 196) に 認 め た .

2 . 臼蓋内腔の 口径 の 拡大 はⅠ群 で 14 羽 ( 679右) .

Ⅱ群 で は 7 羽( 41 %) に 認 め た . 臼蓋 内腔の 口径 と 大腿

骨骨頭肥大と の 間に は Ⅰ群 で r
= 0 . 7 2 8 . Ⅱ 群 で r

=

0 . 8 6 2 の 相関関係を認 め た .

3 . 大腿骨骨 頭肥 大 は まず , 軟骨性 骨 頑 肥 大 が 生

じ , そ の 後に 骨性骨頭肥大が 生 じる事を Ⅹ 線学 的に 確

か め た .

4 . 組織 学的に は肥 大せ る軟 骨 で は
,

t a n g e n ti al



4 1 0

z o n e か ら t r a n si ti o n a l z o n e に か け て
,

一

部 で は

r a d i a l z o n e ま で に お い て 軟骨 細胞の 集族を 認 め . 集

族群と 集族群 と の 間に は死滅軟骨細胞 を認 め るが , 集

族の 数が密 で
. 全体 と し て 細胞増加 を認 め る . 又 , 組

織化学的に は集族 群部 の 軟骨基質 は t o l u id i n -b l u e 染

色 で 異染性 ,
S a f r a n i n

- 0 染色 で は強 い 染 色性 を呈 し
,

g l u c o s a m i n o gl y c a n の 産生 が旺盛 な こ と が推 定 さ れ

た .

5 . 珪酸 マ グ ネ シ ウ ム
, 肝油 注入 に よる 大腿骨 骨頭

肥 大は t 異物混入 に よ る s y n o v i ti s に 基づ く 血流増加

と考え る よ り も. 股関節内 に 注入 され た異物が
, 直接

関節軟骨を 刺激 し
, 軟骨 に 種 々 な 変性変化 を引 き起 し

,

変性の 程度が軽 い場合 , 軟骨細 胞 が 増 加 し
, 旺 盛 な

gl u c o s a m i n o gl y c a n 産生 に よ り軟骨基 質 が 修 復 さ

れ , そ の 過 程に お い て 軟骨層 の 幅の 増 大 t
ひ い て は大

腿骨骨頭肥大を 来す もの と考 え ら れ る . しか し
,

変性

の 程度 が強い 場合 , 軟骨 基質の 修復 t 維持が不能 と な

り , 軟骨層 が崩壊 し
,
骨 頑は 逆に 締 少する .

6 . 手術 時の 異物混入や ,
ペ ル テ ス 病の 治療法 と し

て の 股関節 肝油注入 に は , 骨頭肥大や 骨頭破壊を 来す

危険性を伴 う か ら注意が 必要 で あ る .

稿を終るに あた り , 御指導 と御校閲を賜 わ っ た恩師野村進

数授並 び に井村慎
一

助教授 に深謝 い た しま す .

本論文の 要旨 は第52 回申都田本整形外科災害外 科学 金 縁

会 に て発表 した .
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1 0 ,

6 8 4 -

6 8 7(1 9 7 7).

7) 坂巻 畳教 ･ 石 井良妻 ･ 松賢次郎 ･ 畠中卓士 りJ､ 林

信 男
｡ 大山 守 ･ 泉田 重雄 ; 先天 股脱治療中 に み ら れ る

大腿骨骨 頭肥 大 に 関す る研究 . 日整会誌∴ 5 0
, 8 7 6 -

8 7 7( 1 9 7 6 ) .

8) 畠中卓士 ･ 泉 田重雄 ･

石 井良章 ･ 小林信男 :
･ 先天

性股関節脱 臼の 観血的整復術 に お け る関節唇 と術後白

書形成 と の 関係 に つ い て . 中部 整 災誌 , 1 8
,
2 2 3 -

2 2 6(1 9 7 6 ).

9 ) 岩崎勝郎 ･ 鈴 木良平 ･ 宮田 定倫 ･ 松本 直昌 ･ 田 副

司郎 ･ 片 山修史 : 先天股脱観血的整復術後 に 発生す る

巨大骨頑 に つ い て . 臨整外 ,
1 3

,
1 0 - 2 1 (1 9 7 8) .

1 0) 松 尾 泰宏 : 乳幼児先天性股関節脱臼 に 対 す る 観

血的整 復 術 の 遠 隔 成 績 . 中部 整 災 誌 , 1 9
,
8 3 1 -

8 4 5( 1 9 7 6) .

1 1) ･ 畠中卓士 : 幼君家兎股 関節 に 対 す る 外 科 的侵 襲

の 関節形成 に 及 ぼ す影響 . 軟性 臼蓋 の 辺 線 を 中心 とし

て . 日整会誌
,

5 1
,
5 6 9

-

5 8 1(1 9 7 7).

Ⅰ2) 長 谷川 充孜 ･ 加藤 哲也 ･ 伊藤邦 臣 ･ 増 田 武 志 ･

和 田元 :C O X A M A G N A
`
`

第 一 報
' '

北海道 整災 誌
,

2 1
,

1
-

5( 1 9 7 6) .

1 3) G e r s c h u n i ･ G o r d o n
,
A . S . & A x e r

,
A . : S y n o v i ･

ti s o f th e h i p j o i n t . A n e x p e ri m e n t al m o d el i n

r a b b i t s . J . B o n e & J o i n t S u r g . , 5 6
- B

, 6 9
-

7 7(1 9 7 4) .

1 4) 辻 成人 ･ 大橋光伸 : 股 関節 内肝油注 入法 に よ る

ペ ル テ ス 病 の 治療経験 . 臨整外 ,
7

,
2 8 4

-

2 9 2(1 9 7 2),

1 5) B e r 色n yi ,
P . : D i e B e s c h l e u n i g u n g d e r

F e m u r k o p f r e g e n e r a ti o n b ei M o r b u s P e r th e s

d u r c h i n t r a a r ti k u l a r e L e b e rt r an i nj e k ti n e n . Z .

O rt h o p .
,
1 0 6

,
5 6 9

-

5 7 7(1 9 6 9) .

1 6) 市川宣恭 ･ 小松賢 吾 ･ 長 田明
･ 若林 亘

･ 馬場 康

夫 ･ 木全俊弘 ･ 小 田淑郎 ･ 梅原 薫 ･ 広橋賢次 : 幼者家

兎 の 非特異性股関節炎 に 関 す る実験 的研究 . 中部整災

誌 -
1 0

,
1 8 3 - 1 8 5(1 9 6 7) .

1 7) M e a c hi m
,
G . : T h e e ff e c t o f s c a rifi c a ti o n o n

a r ti c u l a r c a rti l a g e i n t h e r a b b i t . J . B o n e & J oi n t

S u r g .
,
4 5

-

B
,
1 5 0

- 1 6 1(2 9 6 3 ) .

1 8) 広谷速 人 : 軟骨 の サ フ ラ ニ ン 0 染色に つ い て ･

臨整外 , 1 1 , 4 0
- 4 4(1 9 7 6) .

1 9) 広谷達人 : 骨 ･ 軟骨代謝の 生理 と病態( 骨 ･ 関節

の 基礎 を語 る会編) . 19 7
-

20 2 亘 , 名古屋 , 骨 ･ 関節

の 基礎 を語 る会 . 1 9 7 5 .

2 0) 広谷達人 : 病的大腿骨頭 の 関節軟骨細胞核分裂t

医学 の あ ゆ み t 8 8 , 2 9 7
- 2 9 8(1 9 7 4 ).

2 1) 広谷通人 : 関節軟骨 の 形 態と病態 2 .

･ 関節軟骨 の

年令的変化 , 代 謝 , 栄 養 t 潤滑 の 問題 . 整形外科 ,
2 6 ･
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1 51
- 1 6 1(1 9 7 5) .

2 2) 広谷達人 : 関節軟骨の 形態と病態 3 . 整形外事軋

26 ,
2 2 9

- 2 3 6 (1 9 7 5) ,

2 3) M a n k i n
,
H . J . & L i p pi e 1l o , L . : T h e gl u c o

-

s a mi n o gl y c a n o f n o r
'

m al a n d a r t h riti c c a rtil a g e .

J . C li n . I n v e s t ･
,
5 0

,
1 7 1 2

-

1 7 1 9( 1 9 7 1) .

2 4) 赤星義彦 : 先天股醗治療上の 問 題点 と そ の 対策 .

日本医師会医学講座 , 2 21 -

2 31 貢 , 束京 ,
金原 出版 .

2 5) 寺島洋治 : 乳幼児先天性股 関節 脱臼 に お け る 観

血的整復術 の 適応 と検討 . 中 部 整 災 誌 . 1 4 , 3 8 8
-

4 0 4(1 9 7 1) .

2 6) 上野良三 ･ 船内正 恒 ･

原 田稔 ･ 松本 直彦 ･ 玉 弗

昭 ･ 長鶴義隆 : 先天股脱 に 対する 関節幸切 開術 . 臨 整

外,
1 0

,
6 5 9

-

6 6 6 (1 9 7 5) .

2 7) H o a gl u n d , F . T . : T h e r e s p o n s e o f c an i n e

k n e e s t o i n j e cti o n s o f a u t o l o g o u s bl o o d . J , B o n e

& J o i n t S u r g .
,
4 9 - A

,
2 8 5 - 2 9 9(1 9 6 7) .

2 8) B r o t e r
,
T . D .

,
A k a h a s h i

,
Y . & O rl i c

,
P . : T h e

d iff u si o n o f d y e s t h r o u g h a r ti c u l a c a r til a g e i n

V i v o . J . B o n e & J o i n t S u r g .
,

4 4 - A
,
4 5 6 M 4 6 3

(1 9 6 2) .

2 9) M a n ki n , H . J . : L o c ali z ati o n o f t ri ti a t e d a r ti -

C ul a r c a rtil a g e o f r a b b i t s . J . B o n e & J o i n t S u r g .
,

4 4 - A
,
1 5 0 - 1 6 1 (1 9 6 3) .

3 0) M 8 r O u d a s
,
A .

,
S w a n s o n

,
S . A . Ⅴ. & F r e e m 8 n ,

M . A . R . : T h e p e r m i a b ilit y o f a rti c u l ar C a r ti ･

1 a g e . J . B o n e & J o i n t S u r g .
,

5 0 - B
,

1 6 6
-

1 7 6(1 9 6 8 ) .

3 1) G r e e n w a l d
,

A . S . & H ムy n e s , D . W . : A

p a th w a y f o r n u t ri e n t s f r o m t h e m e d u ll a r y

C a V it y t o th e a r ti c u l a r c a rtil a g e o f t h e h u m a n

f e m o r a l h e a d . J . B o n e & J o i n t S u r g .
,
5 1 - B

,
7 4 7

-

7 5 3(1 9 6 9 ) .

3 2) H o d g e , J . A . & M c K i b b i n
,
B . : T h e n u rti ti o n

Of m at u r e an d i m m a t u r e c a rtil a g e i n r a b b i t s . J .

B o n e & J o i n t S u r g , , 5 l
-

B , 1 4 0
-

1 4 7( 1 9 6 9).

3 3) M c K i b b i n
,
B . & H old w o rt h , F . W .

: T h e d u al

n a t u r e o f e pi p h y si al c a r til a g e . J . B o n e & J o i n t

S u r g .
, 4 9

-

B , 3 5 l - 3 6 1 (1 9 6 7) .

8 4) H o n n e r
, R . & T h o m p s o n

,
R . : T h e n u t r iti o n al

p at h w a y o f a r ti c u l a r c a r til a g e . J . B o n e & J o i n t

S u r g . , 5 3 - A
,
7 4 2 - 7 4 8(1 9 7 1) .

E x pl a n a ti o n o f p h o t o g r a p h s

I R ab b it N o . C ･ 2 9 (4 w e e k s u rgi c al t al c -ird e c t e d
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即 0 Ⅷp) . N o t ¢ 也 e e n l a r g ¢d b e ad o f 也¢ 飴 m u I O n 仇 e

O p e 工at e d sid e (th e 工i gh t si d e) .

2 H e a d o f th e f b m u r (t a k e n ft o m its l o a d p o rti o n ) o f

r a b bi t N o ･ C -2 9 . N o t e th e e nl a lg e m e n t in t h e h e a d ,

th e r o u gh s u rfh c e i n th e l o ad p o rti o n o n t h e o p e r
･

a t ed sid e ( th e righ t si d e) .

3 T h e a c e ta b ul a r r o o f o f r ab bit N o . C - 2 9 . It i s

r e c o g n i z e d th at th e c a vit y o f th e a c e ta b u l a r r o o f h a s

g r o wn l a ∫g er in di am et e r O n th e o p e f a t ed 由d e (th e

工海山 感d e) .

4 P o s t e ri o r a sp e ct o f r ab b i t N o . C - 3 0 (4 w e 或 s u Tgi
-

C al t al c ･i頭e ct e d g r o u p) . T h e a c e td b ul a r r o o f h a s

P r O t u b e r a t e d s o w e u th at th e b o n e fh c e o n th e

P O S t e ri o r sid e , i ･ e ･ , O n th e o p e r a t e d sid e (th e d gh t

Sid 6) h a s g r o w n t o 丘t t o th e d l a P e O f th e c a v it y ,

5 X - P o f r ab bi t N o . C -2 (2 w e e k s u r gi c al t al c
-irtj e c t e d

g T O u p) ･ T h e c ar til a g e l a y e f i n th e c a ∫tn a g in o u s h e a d

O n th e o p e r a t ed sid e (th e ri gh t sid e) h a s g r o w n

thi ck e r th a n th e n o m al si d e .

6 X ･ P o f h e a d o f th e f b m u r i n r ab b it N o . C ･ 2
,
t a k e n

i n th e di r e c ti o n 丘o m th e i n si d e t o th e l o ad p o rti o n .

T h e c a rtil a g e l a y e r i n th e c a = til a gi Jt O u S h e a d o n th e

O P e r a t e d si d e h a s g r o w n th i ck e r .

7 X - P o f th e h e a d o f th e 飴 m u r i n r ab b it N o . C - 2 . A n

e nl B Lr g ed ph o t o g r a p h o f P h o t o 5 .

8 R ab b it N o . C - 1 3 (3 w e ek s u r gi c al t al c
-i7tj e ct e d

g r o u p) ･ B o th th e o s s e o u s h e a d a n d th e c a J ti h si n o u s

h e a d o n th e o p e r a t e d si d e h a v e h y p e rt r o p hi e d .

9 Ⅹ･ P o f r ab bi t N o . C ･ 3 0 (4 w e ek s u rgi c al t al c
-irtj e c t -

ed g r o u p) ･ B o th th e o s s e o u s h e ad an d th e c a l tn a gi -

n o u s h e a d o n th e o p e r at e d sid e h a v e h y p e r tr o plli e d .

1 0 X - P o f r ab bit N o . C ･2 4 (5 w e d k s u 喝i c al tal c
-i qj e c t -

ed g r o u p) . N o t e th e e nl a J g ed o s s e o u s h e a d a n d th e

n at h e ad o f th e f t m u r o n th e o p e r a t ed sid ¢(th e ri gh t

威d ¢) .

1 1 X -P o f r a b b it N o . C -1 1 (6 w e ek s u r gi c al t al c
Li n -

j e ct e d g r o u p ) . N o t e th e e nl a = g e d. o s s e o u s h e ad o f

th e fb m u r o n th e o p e r a t e d sid ¢(th e ri gh t sid e) .

1 2 F e m o r al h e a d o f th e 血b bi t i n 4 w e e k s u r gi c al

tal c
-i rd e ct e d gr o u p . Cl u st e r fo m ati o n o f c a rt 鮎 g e

C e11 s w a s o b s e r v e d in th e l a y e r o f ar ti c u l a r c a rtn a g e s .

H - E . × 1 0 0 .

1 3 T h e s y n o vi al m e m b r a n e o n th e o p e r at e d si d e o f

th e r ab b it i n 3 w e ek $ u r gi c al tal c
-i rd e ct e d g r o u p . A

Sh gh t i n c r e a s e i n s y n o vi al m e m b r a n e c e皿s i s s e e n , b u t

m a c r o ph ag e
,
f b a J n C e u S a n d gi a n t c ell s a r e n o t fb u n d .
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R ･ E . X l O O .

1 4 S a 血a ni n
･O s t ai n e d sp e ci m e n o f th e a c et a b u l a r r o o f,

s y n o vi al m e m b r a n e a n d th e 鎚 m o r al h e ad w hi c h a 工e

r e m o v e d i n a l u m p 丘o m th e r ab b it i n 4 w e ¢k s u rgi c al

t al c
-i qj 8 C t ed g 工O u P . T h e c a ∫til a g e m a t ri x in th e

cl u s t e r r e gi o n o f th e fb m o r al h e a d w a s s tr o n gl y

s t a血 e d w i 也 組無礼 血 -0 . × 1 0 0 .

1 5 T ol uid i n 4 h e st ai mi n g o f･th e fe m o r al h e a d (4 w e e k

s u r gi c al t al c
-i rd e c t e d g r o u p) ･ 1I n t h e s e c ti o n o f th e

s u pe rfi ci al c a r til a g e w h e r e c a rtil a g e c e u s h a v e di s ･

a p p e a r e d
,
S t ai ni n g e ff e c t i s n o t b r o u gh t ab o u t, a n d i n

th e m a t ri x o f th e c e u cl u st e r r e g 1 0 n
,

m e t a C h r o m a si e

h 娼 a p p ¢犯 e d . X′4 0 0 ･

1 6 P A S st ai ni n g o f th e f b m o r al h e a d･(4 w e ek s u r gi c al

t al c
･i Ttj e c t e d･g r O u P) . I n th e s u p e rfi ci al c a r t 肋 g e

,
th e

s e c ti o n w h e r ¢ C ar tjl a g e c en s h a v e di s a p p e a r e d ,

s t ai n i n g e 飴 c t i s n o t b r o u gh t a b o u t . I n b o th th e c ell

cl u st e r = e gi o n an d th β C al ci 鮎d 2: O n e , a P O Siti v e sig n

l S p r e S e n t e d . × 4 0 0 .

1 7 R ab b it N o . D - 3 2 ( 2 w e e k c o d 一山v e r oil i rd e c t ed

g r o l l P) . T h e h e ad o f th e fb m u r h a s h y p e rt r o p h i e d

o n th e 工i gh t sid e (th e o p e r a t e d sid e) ･

1 8 R ab bi t N o . D - 1 1 (3 w e ek c o d - h v e r o il ird e c t e d

g r o u p) . T h e h e} ad o f t h e f e m u r h a s h y p e rt r o p h i e d o n

th e ri gh t sid e (th e o p e r at e d si d e) ･

1 9 T h e h e ad o f th e f b m u r s e e n f士o m th e sid ¢ O f t h e

l o a di n g p o rti o n o f r ab b it N o ･
D - 2 4 (6 w e ek c o d -1i v e r

oil 叫 8 d 8d g I O 叩) . T 血8 b o Ile m 打 r O W O f 血 e h e ad

o n th e o p e r a t e d sid e (th e ri gh t si d e) h a s e x p o s ed ･

T h e h o ri E O n t al d i am 6 t e r O f th e I l e a d h a s s h o rt e n e d .

2 0 ･ A . R ab b it N o . D - 2 4 ∴T h e c a vit y o f th e a c e t a b u l a r

T O O f･ O n th e d gh t si d e i (th e o p e r a t e d sid e) ･ T h e

c a r 旭 a g e s o f t h e a c e t ab u l a I r O O f h a s b e c o m e th i c k e r

an d th e c a v it y h a s b e c o m e n a H O W .

2 0 ｣ B R a b b it N o . D -2 4 . T h e c a v it y o f th e a c et a b u l ar

r o o f o n th e n o r m al sid e (th e l e ft sid e) .

2 1 X - P o f r ab bi t N o .
D - 1 1 (3 w e ek c o d -li v er oil

i rti e ct e d■g r o u p) . T h e h e a d o f th e f e m u r o n th e ri gh t

si d e (th e o p e r a t ed si d e) h a s b e c o m e n a t a n d h as

h y p e r tr o p hi ed 1

2 2 X - P o f r a b b it N o . D - 2 1 (4 w e ek c o d -1i v er oil

ird e c t e d g r o u p) . T h e h e a d o f th e f e m u r o n th e 工igh t

sid e ( th e o p e r a t e d si d 6) h a s h y p e r tr o p h i e d ･

2 3 Ⅹ-P o f r a b bi t N o .
D -2 3 (5 w e ek c o d - b e r oil

irtj e c t e d g r o u p) . N o t e th e di s a p p e a r ed o s s e o u s h e a d

o f th ¢ fb m u r o n th e o p e 工a t ed sid e (th e ri gh t sid e) .

2 4 X ･ P o f r ab b it N o .
D - 2 0 (6 w e e k c o d -1i v er oil

立郎C t e d g r o u p ) . N o t e th e n a t
,
S O m e W h a t s eg m e n t ed

h e a d o f th e f t m u r o n th e o p e r at e d sid e (th e ri gh t

Sid e) .

2 5 & 2 6 臥E st ai n i n g sp e ci m e n o f th e f b m o r al h e ad

a n d a c e t ab u l a r r o o f w h ic h sh o w e d h y p e rt r o p h y o f

t h e f b m o 工al h e a d (4 w e e k c o d 一 止v e r o il i rti e c te d

g r o u p ) . C l u st e r s o f c a r til a g e c ell s a r e o b s e r v ed i n th e

l a y e r o f a rti c u l a r c a rtil a g e s . H - E ･ × 1 0 0 ･

2 7 T h e h y p e r tr o p h y o f th e fb m o r al h e a d ( 3 w e ek c o d ･

b e 3
･

Oil i 癖 C t e d g r o u p ) .
I n th e l a y e r o f a r ti c ul a r

c a r tn a g e s
,
th e d e n s e cl u st er s w h i c h c o n si st o f s e v e r al

t o t e n o a rtil a g e c ell s a r e o b s e r v e d th r o u gh o u t th e

l a y e r ▲ I t i s al s o o b s e r v e d th a t th e c e11 s h a v e in c r e a s e d

a n d th e h y e r o f c a rt n a g e s h a s g 工O W n th i c k e r ( c o m -

p a r e wi t h P h o t o 2 8) . H - E ･ × 1 0 0 ･

2 8 T h e h e ad o f th e fb m u r o n th e n o r m al sid e w h i ch

ap p e a r s i n P h o t o 2 7 ･ N o c h s t e ri n g o f c a rtil ag e c eu s

i s o b s e r v e . T h e d e n si t y o f c a rtil a g e c e11 s is l o w e r

th a n th a t o f th e h y p e r tr o p hi e d ft m o r al h e a d ･ H - E ･

× 1 0 0 .

2 9 T h e h y p er t r o p h y o f th e f b m o r al h e a d (4 w e ek c o d -

1i v e r o n i nj e ct e d g r o u p) .
I n th e c a ∫til a g e c e u s

,

s aft a n i n
- O s t ai ni n g eff b c t i s s tr o n g ,

e S p e Ci a n y it is

s tr o 喝 i n th e m a tri x o f th e c a rtn a g e a r o u n d th e

c h st e 工S . × 1 0 0 .

3 0 T h e fb m o T al h e a d w it h e x p o s e d b o n e m a m o w (4

w e e k c o d 一 伽 e r oil irti e c t e d g r o u p) . I n th e l a y e r o f

th e c ar til a g e s
,
th e c a ェt 正a g e c e n s h a v e di s a p p e a r ed ･

× 1 0 0 .
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An E x p e ri m e n t al St u d y o n H y p e rt r o p h y o f th e F e m o r al H c ad b y th e h tr a - ar d c d a r I 確 C d o n

of F o r eig n S u b st a n c e in th e h 伽I d e R ab bits
.
T a k a o N a gaji

, D e p art m e n t o f O rth op e di c S u r g er y ,

S ch o ol o f M e dicin e
,
K a n a z a w a t h i v e rsity ,

K a n a z a w a 9 2 0 - J ･ J u z e n M ed . , 9 0 , 3 9 7 M 4 1 7 (1 9 81) .

K ey w o r d s: H y p e rtr o p h y o f th e F e m o r al H e ad . ‡中P er Pl asia o f th e F e m o r al H e a d .

C o x a M ag n a .

A b str a (:t

S u r gi c al t al c ( G r o u p I) o r c o d rli v e r o il ( G r o u p II) w a s 咄 e ct e d i n t r a
- arti c u l arl y i n t o t h e h ip

j o h t o f in f an til e r ab b it s
.

1 ･ H y p e rt r o p h y o f t h e f e m o r al h e a d w a s o b s e r v e d in 1 2 0 f 2 1 an i m al s ( 5 7 %) in G r o u p I a n d

in 7 0 f 1 7 a n i m al s ( 4 ･1 %) i n G r o u p II
. T h e i n c r e a s e in t h e c a vit y d i a m e t e r o f a c et a b u l a r r o o f w a s

O b s e r v e d i n 1 4 a n i m al s ( 6 7 % ) i n G r o u p I a n d i n 7 a ni m al s ( 4 1 %) i n G r o u p Ⅱ. T h e c o r r el ati o n w a s

O b s e rv e d b e t w e e n h y p e rt r o p h y o f t h e f e m o r a l h e a d a n d t h e c a v it y d i a m et e r o f a c et a b ul a r r o o f

( G r o u p I
,

r = 0 .7 3 ; G r o u p Ⅱ
,

r = 0
.
8 6 ) .

2 ･ As f o r t h e h y p e rt r o p h y o f t h e f e m o r al h e a d
,
it w a s c o n 且r m e d t h r o u gh t h e r o e n tg e n o -

g r a p h y e x a m i n a ti o n t h at t h e c a rtil a gi n o u s h e a d o f t h e f e m u r w a s 血 st e n l a rg e d a n d t h e n t h e

O S S e O u S h e a d o f t h e f e m u r w a s e n l a rg e d
.

3 . H i s t o l o gi c al a n d h i st o c h e m i c al st u d i e s o n t h e G r o u p I a n d G r o u p Ⅱ s h o w e d t h a t t h e c l u st e r

f o r m ati o n o f c a r til a g e c e皿s w a s i n t h e l a y e r o f a rti c u l a r c a rtil a g e s . T h e c a rtil ag e m a t ri x i n t h e

Cl u st e r r e gi o n w a s st r o n gl y s t a i n e d w it h s a f r a n in - 0
,
t h e in c r e a s e o f gl u c o s a m i n o gl y c a n b e in g

n o t e d .

4 . T h e h y p e rt r o p h y o f t h e f e m o r al h e a d , i n d u c e d b y a n i nj e c ti o n o f s u r gi c al t al c o r c o d 一 並v e r

O il
,

W a S a tt ri b u t a b l e t o t h e d i r e ct e ff e c t o f s u rgi c al t al c o r c o d - li v e r o 皿 o n t h e a rti c u l a r c a rtil a g e

r at h e r t h a n t o i n c r e a s e d b l o o d st r e a m c a u s e d b y s y n o v iti s . I n fu s e d s u r gi c al t al c o r c o d -1i v e r o Ⅱ

C a u S e d v a r y in g d e g r e e s o f d e g e n e r a ti v e c h an g e S in c a rt 皿a g e c e n s
,
S u C h as cl u s t e r f o r m a ti o n

. I f

t h e d e g r e e o f d e g e n e r ati o n i s l o w
, C a rtil ag e c ell s i n t h e cl u st e r r e gi o n p r o d u c e m u c h gl u c o s a m in 0

-

gl y c an
,

W h i c h r e p ai r s t h e c a rtil ag e m a t ri x ･ I n t h e p r o c e s s o f it s r e p ai r m e n t
,
t h e c a rt il ag e l a y e r

in c r e a s e i n w i d t h
,

a n d i n t u r n
,
h y p e rt r o p h y o f t h e f e m o r al h e a d o c c u r s ･ I f t h e d eg r e e o f d e g e n e r

-

a ti o n i s h igh , t h e f e e d b a c k s y st e m b e t w e e n c a t a b o 止s m a n d a n a b o li s m o f t h e c a rt皿a g e m at ri x i $

b r o k e n d o w n
,

W it h t h e r e s u lt a n t d e st ru Cti v e p r o g r e s s o f c a rtil a g e s
.

5 ･ T h e c o n t a m i n ati o n w it h f o r e l g n S u b st a n c e o n o p e r ati o n a n d t h e i nj e cti o n o f c o d qli v e r oil a s

t h e t r e at m e n t f o r P e r t h e s s d i s e a s e i n v oI v e t h e ri s k o f t h e e nl a rg e m e n t o r t h e d e st ru Cti o n i n t h e

h e a d o f t h e f e m u r
,

S O g r e a t C a r e m u St b e t a k e n i n c o n d u cti n g s u c h t r e a t m e n t .
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